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転換期の日本型鉄鋼システム













5。 お わ りに
一 システム変革に向けて一





























































































































































































































































































































































































































― 』遠田雄志訳 東洋経済新聞社,1986年,72～73ペー シ。0 ノヽ幡製鉄所は,国内資源 (特に筑豊炭田)指向を背景としてその立地を決定したが,
転換期の日本型鉄鋼システム 25
ォ_,●:″  トィッ   台湾   アメ".   






























































































































































































































































































































出所:川地 F日本鉄鋼業一 その軌跡― 』螺 新聞社,1982年,14ページ
ていくが,世界恐慌 (1929年)による鉄鋼業の危機は,カルテルや関税等に













00 今井則義編 前掲書,48～52ペー ジ。
00 南克巳 前掲論文,32～35ペー ジ。
(3' 米倉誠一郎「業界団体の機能」『現代日本経済システムの源流』日本経済新聞社,1993
年,191～92ページ。























1    14   167  66
輸西
19    24   389    57
11    15   40     63


























































シ ョ ン ス ト




























































































































































(注)1)工期の原単位重量は釜石製鉄所第 :期操業期の実績 より推定算出, 11期の分は日本鉄鋼史,明治編,p78,In期
分は製鉄業参考資料 よりそれぞれ算出す。IV期分はそのときの実績 (コークス比)06から算出す。 2)立地重量の計
算はA+B+Cのb×cの値の総計を以て各単位の b×cを除 して得たもの。3)鉄鉱運賃比率は 1,11期は1950年,IH
期は1953年,lV期は1960年現行をもって代替す。 4)なお,この計算は原燃料全部を自給可能 として計算 したため ,















ス・コールにするという条件が,コー クス比切 り下げのインパクトとなり, さらにその
ために世界の主要製鉄国のなかでも最高品位の鉄鉱石を使用するという原料政策をもた
らした。こうして,遠隔地の高品位な石炭と鉄鉱石をベースとするという鉄鋼原料政策
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がるときは8%と上下の差は3割近 くに及んでいる (川崎『日本鉄鋼業一 その軌跡
昭和
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為替相場制に移行に伴って為替レー トが不安定化 し, とくに長期にわたる円
高基調 と最近の異常な高進がみられる。その結果, 日本経済の不安定性が強
転換期の日本型鉄鋼システム
表5 日本・韓国 。台湾の生産コス ト
49


























































変動費合計 283 222 224




























































炉外精錬法 1977 ◎ ◎
スクラップ予熱 1978 ◎ ○ ◎
ロングアーク操業 1982 ◎ ◎ ◎
無排滓操業 1984◎
炉底出鋼 1985 ○ ◎ ◎
電極スプレー冷却 1985 ◎
直流電気炉 1988 ◎ ◎ ◎ ◎
水冷酸素ランス 1992 ○ ◎









































































































































































1 自ら多角化 し 1


































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































r新日鐵本社経費=販管費十研究開発費|        十出向社人件費負担
1東京製鐵本社経費=販管費t    ヒアリング等により興銀作成





























































































































自に新製品コンセプ トをつ くり出すうえでは,これまで製品コンセプ トが
ユーザーとの密接な共同開発から生まれてきたこと自体が問題 となる。しか
も,技術的な寡占力や膨大な設備投資は,かつて米国の高炉メーカーが陥っ
案されたように,これは今までの発想の逆転である。
鉄の生産に必要とされるエネルギー量も,鉄鉱石を還元するよりはスクラップを使用
するほうがはるかに少なくてすむ。また,鉄鉱石採掘に伴う自然破壊,鉄鉱石の輸送の
ために要するエネルギーなどを考慮に入れると, どちらが自然破壊がより少ないか,ま
た地球温暖化防止に役立つかは,明白である。コス トはかかるが,最終的に地球に優し
いシステムとは,そういう社会をいうのである。」(早稲田大学商学部・m経済広報セン
ター編 前掲書,228ページ)。
転換期の日本型鉄鋼システム 71
たように,今後,最新技術の開発や導入にブレーキをかける方向に働 く危険
性を高める(90)。
「内口銭」を一例にみると,商社委託システムを自社システムに切 り替え
ることは,「内口銭」という膨大な手数料の節減につながるだけでない。日本
の鉄鋼市場をより開かれたものにし,マー ケティング重視の製品開発への転
換を促し,さらには独自な新製品コンセプ トや新技術体系を創出するうえで
不可欠な体質転換にもつながる。
広い視野をもつ需要産業や供給業者との密接な関係や情報交流は,相互の
対等性 。自立性 。公開性のうえで,一層発展させていく必要がある。また,
そこにこそ, 日本のような特質をもつ先進国鉄鋼業の発展しうる余地や存在
意義があるといえよう。
(90)吉川弘之監修/JCIP編 前掲書,155ページ。
